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三菱地所グループ新中長期経営計画(2011～2020 年度)策定 

 ～BREAKTHROUGH 2020～ 

 
三菱地所グループでは、より長期的な視点で外部環境に対応するため、１０年間の長期基本戦略及び    

３ヶ年の中期戦略からなる中長期経営計画（2011～2020 年度）を策定しましたのでお知らせします。 

 
記 

Ⅰ． 三菱地所グループの長期ビジョン 

~BREAKTHROUGH 2020～ 

都市の未来へ、世界を舞台に快適な空間と時間を演出する企業グループ 

上記将来像を実現するための価値観、行動指針として５つの“Value”と５つの“Action”を設定しました。 

５つの“Value” ５つの“Action” 

“Innovative” 「都市再生の革新的な担い手としてチャレンジを続けます」 

“Eco-conscious” 「環境への先進的取組みにより持続可能な成長を目指します」 

“Customer-oriented” 「お客様を中心にお客様にとっての価値とは何かを考えます」 

“Global” 「グローバリティの時代へ人も組織も事業も進化します」 

“As One Team” 「グループ社員が一つになってビジョンに向かい進みます」 

 

・「まちづくりを通じて社会に貢献する」という基本使命のもと、「人を、想う力。街を、想う力」とい

うブランドスローガンを掲げ、企業グループとしての成長とステークホルダーとの共生とを高度にバ

ランスさせながら、「真の企業価値の向上」を目指します。 

・人々のライフスタイル、ワークスタイルに、安心・安全・快適を軸とした新たな価値を提案、提供し

ていく当社グループの役割を表明します。 

・グローバルに事業を展開、チャレンジする姿勢を表現します。 

尚、“BREAKTHROUGH”には、時代のパラダイムシフトが進むなかで、従来のやり方を踏襲するの

ではなく、斬新な発想をもって困難な環境を打破し飛躍的な進歩を遂げる意思を込めています。 

 



 Ⅱ. 長期基本戦略（2011～2020 年度） 

「バリューチェーンの強化」と「投資開発事業Ｎｏ．１の確立」によるグループとしての成長を目指す。 

 

「BREAKTHROUGH 2020」では、当社グループの事業を、「丸の内」「都市開発」「住宅」「海外」の

４つの事業からなり、資金投下によりデベロップメント事業を行い収益の柱とする「投資開発事業領

域」と、プロフェッショナルなサービスにより価値を提供する「マネジメント・サービス事業領域」

に再整理。両事業領域間の“バリューチェーン”を強化することで、従来から強みのある「投資開発

事業領域」におけるＮｏ.１を確立し、グループの拡大を目指します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 (1)バリューチェーンの強化 

  ・｢投資開発事業領域｣と「マネジメント・サービス事業領域」の連携を密にします。 

・「デベロップメント(開発)」を核に、「リーシング・販売」、完成後の「マネジメント」の三位一体

で、お客様に対し価値を提供していきます。 

 

  (2)投資開発事業ＮＯ．１の確立 

・当社グループが従来より強みとしてきたデベロップメント(開発)力を、バリューチェーンの強化 

と各事業間のシナジー発揮により、さらに成長させます。 

 

＜「投資開発事業ＮＯ．１の確立」のための各事業戦略＞ 

 ①丸の内 ：  丸の内再構築を継続し、エリア全体の更なる価値向上を図ります。 

 ②都市開発：選択投資により投資市場の拡大をリードします。 

 ③住宅：   質・量ともに日本一のマンションブランドを確立します。 

     管理・リフォーム・仲介など、お客様の生涯にわたり価値を提供します。 

④海外：    欧米での実績や経験、ネットワークを活かし事業ポートフォリオの拡大を図ります。 

アジアの成長市場に積極的に進出、事業を育成します。 

 

(3)2020 年に向けた成長イメージ 

2020 年までに営業利益「倍増」を目指します。 

  

 



Ⅲ．中期戦略（2011～2013 年度） 

 

Ⅲ－１ 定量目標 

 成長性・効率性・健全性の３つの経営指標にて目標を設定いたします。 

 指 標 目 標 

成長性 ＥＢＩＴＤＡ※１ ２,６５０億円以上 

効率性 ＥＢＩＴＤＡ/総資産 ５.３％以上 

健全性 ネット有利子負債※２/ＥＢＩＴＤＡ ７.５倍以内 

※１ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋受取利息・配当＋持分法適用会社投資損益＋減価償却費 

※２ ネット有利子負債＝有利子負債－現金及び現金同等物 

  尚、定量目標の前提として、ＳＰＣ連結後の計数を用いています。 

 

Ⅲ－２ 各事業領域毎のテーマ・全社テーマ 

(1)投資開発事業領域 

 ①丸の内：丸の内地区の価値最大化 

世界有数のビジネス集積を促進すると共に、都市開発諸制度の活用や多様な都市機能の導入、

災害に強い街づくりを見据えた公民連携を含むエリアマネジメント等を通じ、エリアとして

の魅力・価値向上に努めます。   

  

②都市開発：マーケットをリードする開発促進 

ポートフォリオマネジメントの強化を行うと共に、再開発・複合開発への積極的な参画、 

多様な用途の物件開発を通じ、不動産投資市場への優良物件の継続供給に努めます。 

  

③住宅：分譲マンション事業を中心とした事業強化 

三菱地所レジデンスへの統合効果の発揮と併せて、管理・仲介・リフォームといった周辺 

ストックビジネスの強化を図ります。 

 

④海外：欧米ポートフォリオの拡大、アジア展開促進 

英米での実績・ネットワークを生かした、欧米での更なる不動産開発の推進と、現地パー 

トナーとの提携によるアジアでの事業拡大を図ります。 

 

(2)マネジメント・サービス事業領域：グループ力を生かしたソリューション＆サービスの提供 

「ＰＭリーシング」「商業」「投資マネジメント」「設計監理」「ホテル」「不動産サービス」 

の各領域にて、プロ集団として顧客への価値提供力を向上させると共に、グループ内の 

連携とバリューチェーンの強化に努めます。 

 

(3)全社テーマ 

各事業領域での取組みと共に、全社で共通に進める４つの施策を定めます。 

①全社グローバル化推進 

      国内におけるグローバル化対応（out-in）、海外での展開（in-out）双方の観点から、それぞ

れの事業領域でのグローバル化を推進します。 

 

②環境への取組み 

地球環境との共生に積極的に取り組むべく「長期環境ビジョン」に基づき、環境負荷低減に

向け、再生可能エネルギーの活用や環境共生技術研究の推進等、それぞれの事業において先

進的な取り組みを行います。 

 

③経営インフラの強化 

グループ経営、リスクマネジメント、アセットマネジメント、リサーチ＆アナリシスといっ

た経営インフラ機能の強化を行います。 

 



④人財の育成、活力ある職場づくり 

人財のグローバル化や、多様性と活力のある組織・風土づくりを通して、当社グループの  

企業価値向上を支える人財の育成を行います。 

 

以 上 
  

 
 


